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地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方

に

と
い
う
方
針
の
も
と
、
三
位

一
体
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
方
自
治
体
は
国
が
国

税
と
し
て
集
め
た
税
金
の
中
か
ら

国
庫
補
助
金
な
ど
の
形
で
国
の
税

金
の
一
部
を
受
け
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
て
、
必
ず
し
も
自

主
性
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
方
自
治
体
が
自
主

的
に
財
源
の
確
保
を
行
い
、
住
民

に
と
っ
て
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
、
自
ら
の
責
任
で
よ
り
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
、
国
税
の
所

得
税
の
一
部（
全
国
で
約

兆
円
）

を
地
方
税
の
町
民
税
・
県
民
税

（
住
民
税
）
へ
移
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
税
制
改
正
に
よ
る
税
源
移

譲
を
平
成

年
度
課
税
分
か
ら
実

施
し
ま
す
。
町
・
県
民
税
の
税
率

は
一
律

％
に
な
り
、
所
得
税
の

税
率
は

段
階
か
ら

段
階
に
細

分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
税
源
移
譲
の
実
施
に
よ

り
町
・
県
民
税
の
負
担
が
増
え
て

も
、
そ
の
分
、
所
得
税
の
負
担
が

減
り
、
納
税
者
の
負
担
は
極
力
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

ほとんどの方は、 月分から所得税が減り、その分、 月分から

住民税が増えることになります。しかし、税源の移し替えなので、

所得税 住民税 の負担は基本的に変わりません。

税源移譲後の税額計算の具体例

独身者の場合
税源移譲前（円）

所得税 住民税 合計
税源移譲前（円）

所得税 住民税 合計

税源移譲前（円）
所得税 住民税 合計

税源移譲前（円）
所得税 住民税 合計

税源移譲後
所得税 住民税 合計

税源移譲後
所得税 住民税 合計

税源移譲後
所得税 住民税 合計

税源移譲後
所得税 住民税 合計

負担増減額

円

円

円

負担増減額

負担増減額

円

円

円

負担増減額

夫婦 子ども 人の場合、子どものうち 人が特定扶養親族（昭和 年 月 日 平成 年 月 日生）に該当するものとしています。

一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

平
成

年
度
か
ら
、
景
気
対
策

の
た
め
に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽

減
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た

定
率
減
税
（

％
の
減
税
）
が
、

経
済
状
況
の
変
化
と
と
も
に
見
直

し
が
進
め
ら
れ
、
平
成

年
度
は

％
の
減
税
、
平
成

年
度
か
ら

は
廃
止
と
な
り
ま
す
。

定率減税廃止の具体例

夫婦 子ども 人・給与収入 万円（年額）

平成 年
住民税 円

・定率減税 円

所得税 円

・定率減税 円

合計 円

平成 年
住民税 円

円

所得税 円

円

合計 円

夫婦 子ども 人の場合、子どものうち 人が特定扶養親

族に該当するものとしています。

一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

所得税 平成 年 月分から適用 段階の税率を 段階に細分化
住民税 平成 年 月分から適用 段階の税率から一律 ％に

（県民税 ％・町民税 ％）

平成 年度
所得割額の ％相当額
（上限 万円）を控除

平成 年度

平成 年度

廃止

平成 年度

歳
以
上
の
人
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が

万
円
以
下

の
人
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
平

成

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
昭
和

年

月

日

以
前
生
ま
れ
の
人
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が

万
円
以
下

の
人
に
つ
い
て
、
以
下
の
経
過
措

置
が
あ
り
ま
す
。

石川県では森林の持つ公
益的機能を維持するため、
手入れ不足人工林の整備や
里山林の保全等を目的とし
て いしかわ森林環境税
が新たに創設され、平成
年度課税分から県民税均等
割（年額 円）に 円
上乗せされ課税される予定
です。

概要説明会
石川県主催による説明会が全町民を対象として
下記のとおり開催されます。
日時・場所
月 日（土） 午前 時 役場鳥屋庁舎

お問い合わせ
石川県農林水産部森林管理課

対象年度 経過措置の内容

平成 年度
均等割額と所得割額の
分の を減額

平成 年度
均等割額と所得割額の
分の を減額

平成 年度
以降

全額負担

対象年度 経過措置の内容

平成 年度

平成 年度

平成 年度
以降

夫婦 子ども 人の場合

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
税
務
課（
鳥
屋
庁
舎
）

給与収入

万円
万円
万円

給与収入

給与収入

万円
万円
万円

給与収入



鳥
屋
地
区
（

名
）

良
川

池
田

清
太

岩
本

留
美

坂
井
由
加
里

三
田

静
佳

中
尾

浩
希

畑

直
宏

山
崎

将
弘

山
元

智
恵

坂
井

俊
介

守
田

静
佳

出
雲

進
也

大
村

美
緒

岡
下

敏
之

小
谷

未
弥

小
林

麻
希

新
東

亮
太

田
中

聖
博

土
本

智
子

長
元

亮
太

中
山

純

林

典
子

林

正
敏

平
野

幹
哲

廣
崎

文
講

廣

真
菜

廣
田

香
澄

松
尾

明
音

山
元

信
吾

吉
野
沙
耶
香

黒
氏

浦
田

祐
子

卜
部

絵
里

大
松

由
加

大
谷
内
隆
宏

菊
井

志
歩

土
本

晴
奈

平
野

幸
恵

向

信
伍

向

美
樹

一
青

青
井
ひ
と
み

青
山

直
弘

和
泉

圭

高
木

泰
裕

田
村

賢
一

筒
井
香
菜
恵

山
口

泰
弘

末
坂

鋳
山
め
ぐ
み

岩
坂
美
紗
子

柏
木

華
夏

澤
間

岳
洋

多
胡

裕
秋

山
口

裕
美

羽
坂

石
過

良
世

岡

広
和

岡
本

絵
美

許

翠

曽
山

靖
浩

長
屋

裕
美

春
出

美
雪

新
庄

岡
峰

毅
郎

亀
井

誠
太

亀
井

亮

亀
井

麻
巳

胡
摩

友
美

胡
摩

陽
美

宮

隆
有

廿
九
日

西
村

真
吾

川
田

池
島
あ
か
ね

下
坂

友
利

守
山

佳
那

守
山

正
志

大
槻

卜
部

由
剛

田
中

梨
奈

平
岡

利
規

春
木

稲
葉

亨

稲
葉

大
輔

北
原

賛
良

久
保

育
美

久
保
裕
美
子

作
田

浩
一

干
場

祐
輝

瀬
戸

大
谷
内
里
未

島
崎

翔
太

清
水

歌
織

南
谷

舞

花
見
月

中
村

知
寿

花
森

沙
織

三
野

祥
太

三
野

友
哉

鹿
島
地
区
（

名
）

在
江

橋
本

一
優

長
谷
川
裕
一

西宮

敦
子

坪
川

北
野

克
幸

久
保

幸
広

久
乃
木

森
田

景
子

山
本

奈
緒

武
部

卜
部

健

延
命

賢
三

曽
我

裕
子

田
中

靖
子

廣
瀬

紀
子

松
田

衛

大
和
和
希
子

二
宮

卜
部

圭
司

北
村

望

澤
野

伸
二

島

聡
美

下
橋
奈
津
子

杉
澤
さ
ゆ
り

高
森

亮
佑

土
田

光
洋

橋
本
さ
や
か

橋
本

雅
子

林

妹
子

宮
野

正
信

山
本

寛

徳
前

笠
間

隆
志

川
端

陽
香

木
下

卓

玉
川

知
旺

細
川

徹

宮
本

耕
平

本
橋
美
奈
子

樂
満

哲
也

樂
満
麻
衣
子

芹
川

道
善

智
香

道
善

晴
彦

袋
井
佐
友
里

古
川
め
ぐ
み

二
宮
あ
お
ば
台

赤
坂
晋
太
郎

西
海

茜

清
水

安
奈

井
田

岡
野
定
孝
裕

田
中

真
維

山
口

大
介

和
田

卓
也

王

王

星

小
塚

亮
太

沢
田

知
宏

島
田

義
正

常

苗

高
津

惟

水
田

真
一

村
岡

小
夏

山
下

拓
也

最
勝
講

久
保

佳
代

服
部

哲

東
馬
場

大
谷
内
高
広

武
田

和
之

福
岡
佳
奈
美

法
橋

由
記

尾梅
田

由
子

櫻
井
真
由
美

佐
味

朋
美

佐
味
ゆ
か
り

小
竹

池
田

一
斗

今
井

知
子

坂
口
裕
太
郎

高
田
恵
理
子

松
西
さ
や
か

山
田

隆
裕

水
白

新
江

美
穂

久
江

小
澤

愛
実

北
川

諒
典

小
林

友
美

眞
田

将
充

高
柳

彩
美

富
山

祐
輔

谷
口

真
美

畑
尾

七
瀬

久
島

栄
紀

藤
田

唯
貴

山
田

実
弥

山
田

恵

小
田
中

岡
本

綾
子

林

美
奈
子

宮
下

結
華

山
本

理
恵

藤
井

木
戸

栄
和

西
井
勇
大
郎

久
井

貴
道

藤
田

都

山
本
久
美
子

福
田

池
田
き
み
よ

井
清
一
郎

高
畠

池
島

大
智

中
道

雅
士

松
江

希
恵

山
田

実
奈

米
澤

佳
佑

曽
祢

梅
村

拓
郎

田
地

淳
志

中
居

孝
彦

永
尾

宗
之

鹿
西
地
区
（

名
）

西
馬
場

青
野

潤

池
上

綾
香

岩
田

尚
大

大
谷

彩
世

高
木

麻
衣

吉
田

知
世

能
登
部
上

清
水

早
紀

杉
本

憲
之

瀬
口

友
加

坪
田

慎

西
井

博
恵

山
上

理
絵

山
崎

正
和

山
本

陽
子

平平成成 年年度度中中能能登登町町成成人人式式平成 年度中能登町成人式

日日時時 平平成成 年年 月月 日日（（日日））日時 平成 年 月 日（日）
受受付付 午午前前 時時受付 午前 時
式式典典 午午前前 時時 分分式典 午前 時 分

場場所所 生生涯涯学学習習セセンンタターー ララピピアア鹿鹿島島場所 生涯学習センター ラピア鹿島

諏
訪

恵
子

大
森

映
里

古
川

資
生

宮

泰
成

宮

麻
衣

上
後
山

岡
部

幸
弘

清
水

岳
史

下
後
山

山
木

航

徳
丸

越
前

愛
花

岡
本

剛
樹

武
田

洋
和

谷
内

哲
也

横
町

謙

能
登
部
下

坂
口

裕
典

明
星

裕
紀

谷
内

法
子

酒
井
理
恵
子

谷

光
世

橋
場

美
幸

大
畠

竜
也

花
澤

謙
臣

池
下

大
輔

高
柳

明
美

近
江

真
一

羽
部

康
徳

荒
木

真
央

堂
前
あ
か
ね

金
丸

浅
井

翔
太

荒
井

美
穂

岡
田
真
奈
美

岡
野

光

森

麻
衣
子

横
山

浩
之

倉

貴
大

細
川

美
穂

山
崎
麻
紀
子

山
本

翔

氏
名
記
載
に
つ
い
て
は
、
承
諾

者
の
み
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
名

簿
に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
改
め

て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（

月

日
調
べ
）

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
生
涯
学
習
課

（
鹿
西
庁
舎
）

年年末末年年始始年末年始
ののおお知知ららせせのお知らせ

印鑑証明などの証明書類は発行できませ
んのでご了承ください。（出生・死亡・婚
姻などの届出は当直職員が受け付けします。）

家庭ごみの収集は、家庭ごみ収集カレン
ダーのとおりに行います。
ごみの直接持込の受入れは、下記のとお
りです。

ごご みみ 収収 集集ご み 収 集

月 月

日 日 日 日 日 日

燃えるごみ
ななかリサイ
クルセンター

埋め立てごみ
中央埋立場

びん・乾電池・
蛍光管など
南部資源化基地

月 月

日 日 日 日 日 日

燃えるごみ
ななかリサイ
クルセンター

埋め立てごみ
中央埋立場

びん・乾電池・
蛍光管など
南部資源化基地

受付時間 日（午前 時 午後 時）
午前のみ（午前 時 正午）
休み



町
で
は
、
今
年
度
、
情
報
化
政
策
に
基
づ
く
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大
容
量
）
通
信
網
の
基
盤

整
備
と
し
て
、
全
て
の
個
人
住
宅
を
対
象
に
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
伝
送
路
工
事
・
宅
内

工
事
の
詳
細
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報

月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
現
在
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
伝
送
路
工
事

・
宅
内
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

施
工
業
者
が
町
内
の
道
路
で
高
所

作
業
車
に
よ
る
工
事
や
各
ご
家
庭

に
戸
別
に
訪
問
し
現
地
調
査
を
順

次
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
訪
問
時
、
ご
在
宅
で
な

い
場
合
は
、
事
前
調
査
の
ご
案

内

と
い
う
連
絡
票
を
置
い
て
い

き
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
連

絡
票
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

施
工
業
者
及
び
詳
細
は
広
報

月
号
並
び
に
別
途
送
付
し
ま
し
た

中
能
登
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
工

事
の
ご
協
力
に
つ
い
て

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

伝
送
路
工
事
・
宅
内

工
事
に
ご
協
力
を

工
事
承
諾
書
の

提
出
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
で
も
随
時
、
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
全
て
の

世
帯
に
光
信
号
変
換
機
の
設
置
及

び
音
声
告
知
端
末
を
設
置
す
る
た

め
の
承
諾
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

提
出
が
な
い
場
合
、
工
事
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
町
役
場
窓
口
サ
ー
ビ
ス

担
当
も
し
く
は
お
近
く
の
町
職
員

ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

本
申
し
込
み
会

平
成

年

月
か
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
本
申
込
会
を
行
い
ま
す
。

町
内

数
ヵ
所
の
会
場
に
て
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

平
成

年
度

以
降
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
全
て
の
個
人
住
宅

を
対
象
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
の
引
込
工
事
と
音
声
告
知
端
末

の
設
置
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
事
業
所
や
集
会
所

等
の
工
事
も
行
い
ま
す
。

町
で
は
分
類
毎
に
工
事
の
費
用

負
担
や
維
持
管
理
の
区
分
を
上
記

の
と
お
り
定
め
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

音
声
告
知
端
末
の

配
線
に
つ
い
て

音
声
告
知
端
末
の
設
置
に
伴
う

宅
内
配
線
の
標
準
工
事
は
露
出
配

線
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
施
工

方
法
に
よ
っ
て
は
加
入
者
に
一
部

費
用
負
担
が
発
生
す
る
旨
を
地
区

説
明
会
や
事
業
概
要
、
広
報

月

号
等
で
ご
案
内
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

の
区
分
に
つ
い
て
は
左
ペ
ー

ジ
の

宅
内
配
線
負
担
額
表

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

音声告知端末に モデムを接続して従
来のインターネットや 電話（ ）を使用で
きますか？
また、ドアフォン等の特殊電話と音声告知端

末を併用して使用できますか？

各々のご家庭でインターネットや電話の接続
状況が異なりますので、詳細は、企画課情報担
当までお問合せください。なお、接続図及び制
限事項を町ホームページに掲載しています。参
考にしてください。

工事費用負担者・維持管理区分表

分類
光ファイバー
引込工事

光信号
変換機

通信系 放送系

適用要件等音声告知
端末用
配線

音声告知
端末機器

インター
ネット
設備

テレビ
用設備

・個人住宅（住民登録有）
・集合住宅等（住民登録有）
・公共機関
・集会所等

町 町 町 無償貸与 加入者 加入者
・露出配線（標準工事）
・隠ぺい配線

（既設の空配管を利用）

町 町
町 加入者

無償貸与 加入者 加入者
隠ぺい配線（既設の配線されて
いる管の利用も含む）などの追
加工事分は加入者

・法人事業所

加入者 町
町 加入者 有償貸与 加入者 加入者

町法人税の納付、かつ町税等の
滞納がなく、 又はイン
ターネット加入の場合、 町負
担（上限有）

加入者 町 加入者 有償貸与 加入者 加入者 上記以外

・個人事業所
・個人住宅（住民登録無）
・非住家

加入者 町 加入者 有償貸与 加入者 加入者
・ 建物に 以上の引込や
音声告知端末設置等も含む

設置後の維持管理
町

移設等は加入者
加入者

加入者
加入者 加入者

修繕は町（善良な管理のもとに
発生した不具合に限る）

分類
光ファイバー
引込工事

光信号
変換機

通信系 放送系

適用要件等音声告知
端末用
配線

音声告知
端末機器

インター
ネット
設備

テレビ
用設備

・個人住宅（住民登録有）
・集合住宅等（住民登録有）
・公共機関
・集会所等

）

町 町 町 無償貸与 加入者 加入者
・露出配線（標準工事）
・隠ぺい配線

（既設の空配管を利用）

町 町
町 加入者

無償貸与 加入者 加入者
隠ぺい配線（既設の配線されて
いる管の利用も含む）などの追
加工事分は加入者

・法人事業所

加入者 町
町 加入者 有償貸与 加入者 加入者

町法人税の納付、かつ町税等の
滞納がなく、 又はイン
ターネット加入の場合、 町負
担（上限有）

加入者 町 加入者 有償貸与 加入者 加入者 上記以外

・個人事業所
・個人住宅（住民登録無）
・非住家

加入者 町 加入者 有償貸与 加入者 加入者
・ 建物に 以上の引込や
音声告知端末設置等も含む

設置後の維持管理
町

移設等は加入者
加入者

加入者
加入者 加入者

修繕は町（善良な管理のもとに
発生した不具合に限る）

宅内配線負担額表

工事区分 負担者 工事内容 負担額（税込み）

標準工事 町 ・露出配線、隠ぺい配線（既設の空配管を利用） 加入者負担なし

追加工事 加入者
・隠ぺい配線（既設の配線されている管の利用も含む） 定額 円

・隠ぺいに係る追加品や、その他の追加品等 実費（数百円程度）

工事区分 負担者 工事内容 負担額（税込み）

本サービス開始時期についてのお知らせ
本サービスは平成 年 月サービス開始に向けて施設整備等を進めておりますが、

音声告知端末の設置を始めとして全体として工事進捗が予定より遅れております。
従いまして、サービス開始時期が予定より遅れる場合も予想されますので、その場
合はご了承いただきますようお願い申し上げます。

お問い合わせ 中能登町企画課情報担当

お問い合わせ
事前調査の際に訪問した工事業者、もしくは、北陸電気工事 中能登町 現場事務所（ ）まで



総総
務務
常常
任任
委委
員員
会会
視視
察察
研研
修修
会会

総
務
常
任
委
員
会
視
察
研
修
会

町町
合合
併併
のの
会会
津津
美美
里里
町町

ああ
いい
づづ
みみ
ささ
とと
まま
ちち

町
合
併
の
会
津
美
里
町

あ
い
づ
み
さ
と
ま
ち

新新
たた
なな

まま
ちち
づづ
くく
りり
計計
画画

をを
実実
践践

新
た
な

ま
ち
づ
く
り
計
画

を
実
践

月

日
か
ら

日
に
か
け
て
、

総
務
常
任
委
員
会
で
は
視
察
研
修

に
福
島
県
会
津
美
里
町
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。

会
津
美
里
町
は
、
昨
年

月

日
に
会
津
高
田
町
と
会
津
本
郷

町
、
新
鶴
村
の
旧
三
町
村
が
合
併

し
た
、
人
口
約

万

千
人
の
町

で
、
中
能
登
町
と
同
じ
く
旧
町
の

役
場
を
利
用
し
た

庁
舎
分
庁
方

式
で
の
行
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
行
財
政
運
営
の
指
針
と

し
て
、
合
併
前
に

ま
ち
づ
く
り

計
画
（

年
度
ま
で
の

カ

年
）を
合
併
協
議
会
で
策
定
さ
れ
、

そ
の
計
画
に
沿
っ
て
新
町
で
の
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
大
型
工
場
や
特
色
あ

る
産
業
も
な
い
こ
と
か
ら
税
収
は

少
な
く
、
国
・
県
の
交
付
税
に
頼

る
大
変
厳
し
い
財
政
事
情
と
の
こ

と
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
合
併
に
よ
る
特
例

債
借
入
可
能
額
が

億
円
あ

る
そ
う
で
す
が
、
下
水
道
事
業
等

の
多
額
な
投
資
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
過
剰
投
資
や
起
債
借

入
は
極
力
控
え
、
町
有
の
大
型
施

設
は
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
さ

せ
、
施
設
維
持
費
の
削
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
勧
奨
制
度
を
設

け
、

歳
以
上
の
職
員
に
退
職
を

募
っ
た
り
、
新
規
職
員
の
採
用
を

今
後

年
間
せ
ず
に
職
員
を
削
減

す
る
な
ど
、
今
後
の
財
政
と
合
わ

せ
た

ま
ち
づ
く
り
計
画

の
実

践
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

視
察
会
場
の
高
田
庁
舎
は
、
木

造

階
建
て
の
大
変
古
い
建
物
で

去
る

月

日
と

日
の
両

日
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
福

井
県
福
井
市
本
郷
小
学
校
、
愛
知

県
東
栄
町
教
育
委
員
会
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
考
え
る

中
、
区
民
の
熱
意
も
あ
っ
て
、
協

議
が
再
開
。
昨
年
の

月
に
統
合

さ
れ
、
一
部
複
式
学
級
も
あ
り
ま

す
が
、
近
く
に
民
間
開
発
で
の
宅

地
造
成
が
進
め
ら
れ
、
複
式
学
級

も
解
消
で
き
る
見
通
し
と
の
説
明

で
し
た
。

翌
日
に
は
、
愛
知
県
東
栄
町
教

育
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

東
栄
町
の
人
口
は
、
高
度
成
長

期
に
転
出
が
進
み
、現
在
は
、ピ
ー

ク
時
の

割
で

千
人
。
小
学
校

児
童
数
も
、
ピ
ー
ク
時
（
約

千

人
）
の

％
で

人
と
減
少

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

年
に
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し

て
、
平
成

年
に
小
学
校
統
合
計

画
を
策
定
し
、
平
成

年
度
に
は

小
学
校
を

校
に
し
、
統
合
が

完
了
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
回
訪
問
し
た
い
ず
れ
の
市
・

町
と
も
、
長
い
歴
史
と
伝
統
あ
る

学
校
が
地
域
か
ら
な
く
な
る
こ
と

が
、
地
区
、
学
校
、

の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
苦
渋
の
選
択
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
町
に
お
い
て
も
少
子
化
が
進

む
中
で
、
学
校
再
編
は
避
け
て
通

れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
将
来
を
担

う
児
童
の
育
成
の
た
め
に
も
、
望

ま
し
い
学
校
教
育
、
環
境
に
つ
い

て
、
冷
静
、
的
確
な
判
断
と
行
動

を
起
こ
す
時
期
と
思
い
ま
し
た
。

驚
き
ま
し
た
が
、
現
庁
舎
を
有
効

利
用
し
新
た
な
庁
舎
建
設
は
行
わ

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
町
の
生
き
残
り
策
の

経
費
節
減
努
力
を
私
た
ち
中
能
登

町
で
も
、
今
後
の
行
財
政
の
適
正

運
営
に
よ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

議会議会視察研修報告

会津美里町高田庁舎玄関前

本郷小学校で教育のあり方を討議

教教
育育
民民
生生
常常
任任
委委
員員
会会
視視
察察
研研
修修
会会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
会

望望
まま
しし
いい
教教
育育
とと
環環
境境

望
ま
し
い
教
育
と
環
境

学学
校校
再再
編編

事事
例例
をを
見見
聞聞

学
校
再
編

事
例
を
見
聞

今
回
の
研
修
は
、
少
子
化
が
進

み
、
児
童
生
徒
数
が
減
少
す
る
中

で
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
、
取
組

み
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
た

め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

最
初
に
訪
問
し
た
福
井
市
本
郷

小
学
校
は
、
平
成

年

月
に
統

合
新
築
開
校
し
た
学
校
で
、
幼
稚

園
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

統
合
前
の
本
郷
校
下
の
児
童
数

は
、
昭
和

年
代
初
め
に
は

人
を
切
り
、
統
合
時
に
は

人

と
、
小
規
模
な
小
学
校
で
し
た
。

平
成

年
に
学
校
統
合
が
話
題

と
な
り
、
協
議
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
学
校
の
建
設
地
や
通
学
問

題
で
、
一
時
協
議
が
中
断
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
平
成

年
に
、
将
来

の
本
郷
地
区
や
福
井
市
を
担
う
子

平成 年度上半期（平成 年 月 日 平成 年 月
日）の町の財政状況について概要をお知らせします。

平成 年度からの繰越明許分を含みます。
ケーブルテレビ事業については、今後契約に基づく工事等が順次進められ、予算執行されます。

区分 予算額 収入済額 町民一人あたり 一世帯あたり
町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税

区分 予算額 収入済額 町民一人あたり 一世帯あたり

会計区分
収 入 支 出

予定額 収入済額 収入率 予定額 支出済額 執行率
水道事業会計

会計区分
収 入 支 出

予定額 収入済額 収入率 予定額 支出済額 執行率

会計区分 積立金現在高 企業債現在高
水道事業会計
会計区分 積立金現在高 企業債現在高

会計区分 基金現在高 地方債現在高
一般会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
合計

会計区分 基金現在高 地方債現在高

町税（住民負担）の状況 （単位 円）

公営企業会計執行状況 （単位 円、％）

公営企業会計の積立金と借入金の状況 （単位 円）

基金と町債の状況 （単位 円） 基金
急にお金が必要になった時のために備えて、

蓄えている町の貯金です。
地方債
長期にわたって利用される施設整備等に必要

な資金を調達するために借りた町の借金（長期
ローン）です。このうち地方交付税などで一部
補てんされるものがあります。

歳入 歳出

町民一人あたり
合計 円

一世帯あたり
合計 円



第

回
山
下
杯
卓
球
選
手
権

オ
ー
プ
ン
大
会

月

日

福
井
県

小
学

年
生
以
下
の
部

第

位

町
口
智
哉
（
良

川
）

第

回
石
川
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

月

日

か
ほ
く
市
河
北
台
健
民
体
育
館

小
学
校

年
生
以
下
の
部

男
子
ダ
ブ
ル
ス

第

位

諏
訪
正
晴
組（
鹿
島

）

堂
本
侑
也

小
学
校

年
生
の
部

男
子
ダ
ブ
ル
ス

第

位

堂
本
裕
人
組（
鹿
島

）

袋
井
由
樹

第

回
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
大
会
小
矢
部
市
大
会

月

日

小
矢
部
市

個
人

小
学

年
生
の
部

第

位

平
野

一
喜（
能
登
部
下
）

第

回
河
村
旗
争
奪

柔
道
大
会

月

日

小
松
市
桜
木
体
育
館

団
体
（
高
学
年
）

第

位

鹿
西
少
年
柔
道
教
室

第

位

鹿
西
少
年
柔
道
教
室

団
体
（
中
学
生
）

第

位

鹿
西
中
学
校

第

回
全
能
登
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

月

日

七
尾
市
中
島
体
育
館

小
学

年
生
以
下
（
女
子
の
部
）

第

位

亀
井

李
央（
鳥
屋

）

鳥
毛

由
梨

小
学

年
生
（
男
子
の
部
）

第

位

袋
井

由
樹（
鹿
島

）

堂
本

裕
人

小
学

年
生
（
女
子
の
部
）

第

位

曽
福

優
花（
鹿
島

）

鋳
山

夏
奈

小
学

年
生
（
男
子
の
部
）

第

位

坂
井

和
広（
鳥
屋

）

坂
井

泰
明

第

位

宮
本

凌
佑（
鹿
島

）

井
上

岬

小
学

年
生
（
女
子
の
部
）

第

位

大
谷

藍
子（
鳥
屋

）

北
原

穂
浪

第

回
全
能
登
少
年

剣
道
大
会

月

日

励
志
館

男
子
団
体

第

位

鹿
西
剣
道
教
室

第

位

鳥
屋
剣
道
教
室

敢
闘
賞

鹿
西
剣
道
教
室

女
子
団
体

第

位

鹿
西
剣
道
教
室

男
子
個
人

第

位

瀧
野

正
基（
末

坂
）

女
子
個
人

第

位

北
村

静（
二

宮
）

第

回
全
能
登
中
学
校
新
人

剣
道
大
会

月

日

励
志
館

男
子
団
体

第

位

鹿
西
中
学
校

女
子
団
体

第

位

鹿
西
中
学
校

男
子
個
人

第

位

梅
木

勇
輝（
徳

丸
）

女
子
個
人

第

位

松
岡

寛
子（
二

宮
）

第

回
能
登
地
区
少
年
柔
道

志
賀
大
会

月

日

志
賀
町
総
合
武
道
館

団
体
（

部
）

第

位

鹿
西
少
年
柔
道
教
室

個
人

小
学

年
生
の
部

第

位

平
野

一
喜（
能
登
部
下
）

第

位

尾
崎

望（
能
登
部
下
）

小
学

年
生
の
部

第

位

山
岸

健
弘（
川

田
）

小
学

年
生
の
部

第

位

正
谷

智
希（
能
登
部
下
）

第

回
中
能
登
町
民
駅
伝

競
走
大
会

月

日

ラ
ピ
ア
鹿
島
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

第

部
（
一
般
の
部
）

第

位

と
り
や
ア
ス
リ
ー
ト

ク
ラ
ブ

第

位

鹿
島

第

位

中
能
登
消
防
署

第

部
（
中
学
生
男
子
の
部
）

第

位

鳥
屋
中

第

位

鹿
島
中
野
球
部

第

位

鹿
西
中
野
球
部

第

部
（
中
学
生
女
子
の
部
）

第

位

鳥
屋
中

第

位

鹿
西
中
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部

第

位

鹿
島
中
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部

第

部
（
小
学
生
の
部
）

第

位

越
路
ク
ラ
ブ

第

位

と
り
や
ア
ス
リ
ー
ト

ジ
ュ
ニ
ア

第

位

鹿
西
サ
ッ
カ
ー

参
加
の
部

第

位

田
鶴
浜
陸
上
ク
ラ
ブ

第

位

和
倉

第

位

和
倉

第

回
中
能
登
町
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

月

日

鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

第

位

武
部

第

位

勝
運
（
か
っ
つ
う
ん
）

第

位

鹿
寿
苑

ド
リ
ー
ム

中
能
登
町
実
年
会
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

月

日

古
墳
公
園
と
り
や

団
体

第

位

能
登
部
上
五
宝
会

第

位

良
川
沖
創
友
会

第

位

一
青
万
年
青
会

個
人

第

位

杉
本

利
成（
能
登
部
上
）

第

位

加
藤

正
寛（
一

青
）

第

位

野
村

靖（
井

田
）

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
校
高
学
年
の
部

入
選

成
田

桃
夏
（
鹿
西
小
）

中
部
管
区
警
察
局
長
・
中
部
交
通

安
全
協
会
協
議
会
会
長
連
名
表
彰

優
良
運
転
者

久
島

義
憲
（
久

江
）

全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
、
交

通
栄
誉
章

緑
十
字

銅
章
表
彰

交
通
安
全
功
労
者

松
田

文
雄
（
久

江
）

優
良
運
転
者

亀
井
美
喜
男
（
新

庄
）

福
井

意
明
（
尾

崎
）

谷

敏
則
（
能
登
部
下
）

田
中

栄
一
（
井

田
）

石
川
県
警
察
本
部
長
・
石
川
県
交

通
安
全
協
会
会
長

連
名
表
彰

交
通
安
全
功
労
者

星
場

與
一
（
西
馬
場
）

優
良
街
頭
交
通
推
進
隊
員

石
過

進
三
（
羽

坂
）

永
年
勤
続
街
頭
交
通
推
進
隊
員

大
谷

実
（
大

槻
）

北
野

誠
司
（
川

田
）

石
川
県
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

交
通
安
全
特
別
賞
・
架
谷
賞

藤
井

満
次
（
新

庄
）

月 日、地場産業
振興センターで行われ、
下記の方々が表彰され
ました。

平成 年度
石川県交通安全
県民大会

年
生
の
部

見
て
い
る
よ

よ
ご
れ
た
こ
こ
ろ

き
づ
い
て
ね

越
路
小

山
口

衿
奈

そ
の
気
持
ち

あ
な
た
も
一
度

考
え
て

鳥
屋
小

北
原

晶
子

思
い
や
る

人
へ
の
心
を

大
切
に

久
江
小

待
寺

彩
香

悪
い
こ
と

止
め
る
心
が

強
い
こ
と

滝
尾
小

木
屋

亮
平

や
さ
し
さ
と

勇
気
が
あ
れ
ば

い
じ
め
ゼ
ロ

鹿
西
小

法
花
堂
正
匡

年
生
の
部

も
っ
て
る
よ

や
め
て

と
言
え
る

そ
の
心

久
江
小

富
山

未
緒

や
め
な
よ
と

言
え
る
勇
気

大
事
だ
よ

鹿
西
小

田
畠
恵
利
香

手
を
つ
な
ぎ

心
を
つ
な
ぐ

大
き
な
輪

御
祖
小

村
田

真
依

い
じ
め
は
ね

自
分
の
心
も

傷
つ
け
る

越
路
小

安
田

杏
奈

い
じ
め
て
る

自
分
の
心
が

泣
い
て
い
る

鳥
屋
小

中
村

有
里

月

日

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

優
秀
賞

読
み
た
き
も

読
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
も

積
み
上
げ
て

残
り
世
幾
許

時
が
駆
け
ゆ
く

袋
井

幸
子

秀
逸
賞

た
だ
よ
え
る

木
犀
の
香
を
蹴
散
ら
し
て

獅
子
舞
う
若
き
を

包
む
宵
闇

池
田
喜
美
子

佳
作
賞

山
裾
の

村
む
ら
の
灯
が
帯
と
な
り

ま
つ
り
稽
古
の

鐘
の
音
が
す
る

本
田
恵
美
子

燃
す
藁
の

け
む
り
た
な
び
く
刈
田
な
か

三
輌
つ
な
ぎ
の

電
車
過
ぎ
ゆ
く

菅
田
ミ
ヨ
子

講
師
賞

鶏
頭
の

葉
む
ら
燃
え
た
つ
秋
日
和

誰
か
訪
ね
て

来
る
予
感
し
て

林

昭
子



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りの身近な情報をお知

らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

住み良い町をつくろう
実年会の 町長と語る会 が、 月 日、良川地

区で行われ、杉本町長と実年会会員 人が町の各種
施策や今後のまちづくりについて懇談しました。
公園整備や道路整備、環境問題など、意見や提言、
地域の抱える問題など多くの方が発言、町長と活発
な意見交換が行われ、町政への関心の高さがうかが
われました。

支えあい、より良い生活を
月 日、ラピア鹿島で第 回中能登町福祉のつ

どいが開催され、社会福祉事業関係の団体役員など
名・ 団体の方々が表彰されました。
式典の後の講演では、 法人デイサービスこ

のゆびとーまれ理事長の惣万佳代子氏が、子ども、
お年寄り、障害者の誰もが和やかに、家族のように
触れ合い、利用できる このゆびとーまれ を写真
を使って紹介、利用者の素敵な笑顔が印象的でした。

年に一度の神様の逢瀬
月 日から 日にかけ、能登部神社（能登部上）

の男神様と愛宕神社（西馬場）の女神様の年に一度
の逢瀬の祭りともいわれている ばっこまつり が
行われ、五穀豊穣と子孫繁栄を祈願しました。
日夜中の 時に約 人の行列が、愛宕神社の女

神を迎えに能登部神社を出発。行きの道中は無言で
行進し、午前 時ごろの帰りの道中は、太鼓や笛が
鳴らされ、女神を迎え賑やかに行われました。

芸芸術術のの秋秋をを満満喫喫芸術の秋を満喫

火の用心 火災防ぎょ訓練実施
突然の災害に備え、防災技術の向上と防災意識の

高揚を目的に、七尾鹿島広域圏事務組合消防本部と
第 消防団、末坂消防団の合同による火災防ぎょ訓
練が、 月 日、中能登町役場鳥屋庁舎の火災を想
定して行われ、約 人が参加しました。
訓練は、火災に対する指揮統制、各隊の連携を確

認、消火活動が終わるまで緊張感漂う訓練で、参加
者は真剣な表情で参加していました。

月 、 日、町
内各地で中能登町文
化まつりが行われ、
約 人が参加、
会場には約 点
の作品が展示されま
した。

月 日、ラピア鹿島で町文化協会主催の お茶
と日本の芸能大会 が開催され、約 名の方がお
茶を味わいながら、舞台で演じられる謡曲、仕舞、
和琴のしらべを楽しみました。
また、ミューズホールでは心和むいけ花が展示さ

れ、来場者は日本の伝統が育んだ美しい文化をたっ
ぷりと堪能しました。

日日本本のの伝伝統統文文化化にに浸浸るる日本の伝統文化に浸る

文化まつりは、町民文化の向上を図るために開催され、芸能発表などで賑わう会場を訪れた多くの人
が、歌や踊りなどを楽しみ、芸術、文化活動についての理解を深めました。

老若男女ののど自慢が集結
町民のど自慢が、 月 日、カルチャーセンター

飛翔で行われ、 人が出場。堂々とした歌いっぷり
で自慢の歌声を競い合いました。また、ステージに
は声援や紙テープが飛ぶなど、応援団のみなさんも
会場を盛り上げてくれました。
最優秀賞 林 昭美さん（良 川）
優秀賞 曽山 裕康さん（羽 坂）

若狭 藤江さん（能登部上）



勇壮華麗な伝統の音が響く
昭和 年の誕生以降、多くの催し物や大会に参加

し、輝かしい成績を修めてきた鹿島天平太鼓保存会
が今年で 周年を迎え、 月 日、ラピア鹿島で天
平太鼓保存会 周年記念披露会が行われました。
当初、 名で始まったこの会は、昭和 年に旧鹿

島町指定無形文化財に指定され、伝統の技を継承、
発展させてきました。これからも勇壮華麗な演奏で、
心に響く音を聞かせてくれるでしょう。

おいしい椎茸で長生きを
鹿西小学校の ・ 年生が、鏡屋博さん（西馬場）
らの協力を得て菌を植えつけた椎茸の原木 本を、
鹿寿苑に寄贈しました。
昨年の春に児童らが穴を開け、椎茸菌を植え付け

た原木にたくさんの椎茸が生え、この秋、やっと収
穫の時を迎えました。児童代表の 崎美優さんは、
原木で作った椎茸を食べて、長生きしてください
と述べ、原木を手渡しました。

しっかりと左右を確認
石川鹿島ロータリークラブ会員一同が、 周年記

念事業の一環として、町内の 小学校に交通事故防
止の看板を寄贈しました。
とびだし注意 と書かれた看板は、登下校時

における交通安全を目的に、小学校の通学路の危険
箇所に設置されました。交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践により、事故のない、安全・安心
な町をつくりましょう。

進
め
よ
う
食
育

平
成

年

月
に
食
育
基
本
法

が
施
行
さ
れ
て
以
降
、
食
育
を
家

庭
・
学
校
・
地
域
を
通
じ
た
国
民

的
運
動
と
し
て
展
開
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
で
は
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
行
政
や
産

業
側
が
努
力
す
る
だ
け
で
解
決
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

民
一
人
ひ
と
り
自
ら
が

食

に

つ
い
て
考
え
、
判
断
す
る
力
を
つ

け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

自
分
の
食
や
食
生
活
に
つ
い
て

も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
食
に
対

す
る
認
識
を
新
た
に
し
、
健
全
で

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
食

育
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

食
育
は
…

生
涯
を
通
じ
て
の
取
り
組
み
と

す
る
こ
と
が
必
要

参
考
資
料

食
育
を
進
め
よ
う

北
陸
農
政
局

こころろ柿柿はは、、ひひととつつずずつつ手手でで揉揉みみ、、程程よよいい柔柔ららかかささににししたた干干しし柿柿ころ柿は、ひとつずつ手で揉み、程よい柔らかさにした干し柿
ののここととでで、、 月月上上旬旬かからら 月月上上旬旬ににかかけけてて出出荷荷さされれまますす。。のことで、 月上旬から 月上旬にかけて出荷されます。
ビビタタミミンン がが多多くく、、カカロロチチンン・・ビビタタミミンン ・・ミミネネララルルもも豊豊富富でで、、ビタミン が多く、カロチン・ビタミン ・ミネラルも豊富で、

そそのの素素材材のの持持つつ天天然然のの甘甘みみはは、、どどここかか懐懐かかししささをを感感じじささせせ、、おお正正その素材の持つ天然の甘みは、どこか懐かしさを感じさせ、お正
月月のの贈贈答答品品ななどどにによよくく使使わわれれまますす。。月の贈答品などによく使われます。

年明けからの柿の木の選定から始ま
り、その年の天候や病気などに気をつけ
ながら丹精こめて生産しています。
昔懐かしい素朴な甘さはお茶請けなど
に最適ですので、一度お試しください。

澤本 弘さん（上後山）

食食育育をを推推進進すするる上上でで 地地産産地地消消（（地地食育を推進する上で 地産地消（地
元元産産のの食食材材をを地地元元でで消消費費すするるとといいうう考考元産の食材を地元で消費するという考
ええ方方））はは、、深深いい関関わわりりががあありりまますす。。え方）は、深い関わりがあります。
ここここでではは地地元元のの食食材材をを紹紹介介ししまますす。。ここでは地元の食材を紹介します。

最最
終終
回回

最
終
回

食育・地産地消に関するお問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎）食育・地産地消に関するお問い合わせ 中能登町農林課（鹿島庁舎）

月 日、鹿西小学校 年生が、後山で 柿 収穫・
ころ柿 加工を体験

畠山勝史さん、大西亮子さんに
教育功労者知事表彰
月 日、石川県文教会館で開催された い

しかわ教育の日 記念大会の席上、教育行政功
労者として畠山勝史さん（現中能登町教育委
員）、社会教育功労者として大西亮子さん（現
石川県婦人団体協議会副会長）がそれぞれの分
野に貢献されたことが評価され、第 回教育功
労者知事表彰を受けられました。

林道長谷川線に知事表彰
月 日、石川県山林大会の席上、林道維持

管理コンクールが開催され、林道長谷川線（小
田中地内）が知事表彰を受けました。
今後も更なる維持管理を推進します。

頑頑張張っってていいまますす 生生産産者者頑張っています 生産者

食育の推進体制



日ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

さ
く
ら
保
育
園

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

ク
リ
ス
マ
ス
会

つ
く
し
保
育
園

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト

（
材
料
費

円
必
要
）

と
り
や
の
の
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

あ
お
ば
保
育
園

ク
リ
ス
マ
ス
会

と
り
や
の
の
保
育
園

マ
リ
ン
バ
演
奏
会

つ
く
し
保
育
園

日お
も
ち
つ
き

さ
く
ら
保
育
園

大豆 （水でふやかして
おく）、さつまいも （皮
付きのまま 角切りにし水
にさらす）、煮干し 本（頭
とワタをとり、細かくくず
す）、揚げ油適量、片栗粉適量

たれ
しょうゆ大さじ 、さとう大
さじ 、水大さじ

すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。

たんぽぽ保育園 こすもす保育園
あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園

日手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

こ
す
も
す
保
育
園

日発
表
会

さ
く
ら
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
り
や
の
の
保
育
園

日
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

あ
お
ば
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
今
年
も
最
後
の
月
と
な
り
ま
し
た
。

寒
さ
も
一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。
風
邪
の
予
防
も
し
っ
か
り
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
師
走
の
名
に
た
が
わ
ず
、

月
は
駆
け
足
で
通
り

過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
あ
わ
た
だ
し
さ
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
心
の

余
裕
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
認
め
な
が
ら
楽
し

い
お
正
月
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
ね
。
き
ら
き
ら
し
た
表
情
を
失
わ
す
こ

と
な
く

作作

りり

方方

作

り

方

材材

料料
【【

人人
分分
】】

材

料
【

人
分
】

大豆、さつまいもは水気をよく拭き
取り、片栗粉をまぶして、火が通る
まで油で揚げる。煮干は素揚げでも
良い。

たれ の調味料を火にかけ、 が
あったかいうちにからめてできあが
り。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

とりやのの保育園の地
域子育て支援センター
の行事予定はホーム
ページで見る事ができ
ます。

ある一定期間（ 年以上）、夫婦生活があるにもかかわらず妊娠しない場合、一般に 不妊症 といわれ

ます。不妊症には様々な原因があるといわれていて、最近、不妊症のカップルは 組に 組の割合にまで増

えてきているとされています。

そこで、町では、石川県の制度の拡充に合わせ、助成対象となる治療内容を拡大し、不妊に悩むご夫婦の

経済的負担を少しでも軽減していきたいと考えています。

初期の段階から高度な治療まで不妊治療を総合的に支援する体制となりました。

助成制度には 一般不妊治療 と 特定不妊治療 の 種類があり、今年の 月から 一般不妊治療 が

追加となりました。また、現行制度の 特定不妊治療 の助成期間が通算 年間に延長されました。

・夫婦の両方または一方が、中能登町に住所を有し、助成の申請をした日まで 年以上居住している方。

・夫婦の年間所得の合算額が 万円未満の方。

以上の条件は一般・特定不妊治療とも共通です。詳しい内容は下記の表をご覧ください。

不妊症とは

どのように拡大されたのですか？

助成の対象となる方は？

子どもに食べさせたい たっぷり
お手軽おやつ

各園でクリスマス会が
行われます。プレゼントも
準備していますので遊びに
来てください。
サンタクロースも待って

いるかも！？

一般不妊治療費助成 特定不妊治療費助成

治療の種類 タイミング・薬物・手術療法・人工授精など 体外受精、顕微授精

実施医療機関 産婦人科または泌尿器科を有する医療機関 石川県が指定した医療機関

助 成 金 額
万円 年（自己負担額の 分の 以内） 万円 年（県の助成金を控除した額の 割）

他の制度で助成を受けることができる場合は対象治療費より控除されます。

助 成 期 間 年間（事情により治療を中断した期間を除く） 年間（連続でも隔年でも可）

適用となる治療開始時期 平成 年 月分

・助成交付申請書等の提出が必要です。申請の際、添付書類が必要ですので、事前にお問い合わせください。

お問い合わせ・申請窓口 保健センターかしま

手続きはどのようにすればいいですか？

たんぽぽ保育園の園児 人

とその保護者が消防本部を訪

れ、消防車の見学や起震車に

乗って揺れを体験しました。

あおば保育園で、交通安全教室が

開かれ、もも・りんご・ばなな・め

ろん組の子どもたちが信号の見方や

横断の仕方を学びました。

食改おすすめ



お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
水
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
月
）

午
後

時

分

時

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
金
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

日
（
木
）

午
後

時

分

午
後

時

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会 役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

医
師
、
看
護
師
等
は

年

ご
と
に
現
状
の
届
け
出
を

対
象医

師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技

工
士
の
業
務
従
事
者

届
出
期
限

月

日
（
月
）

届
出
先

石
川
県
能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
企
画
調
整
課

石
川
県
能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
羽
咋
地
域
セ
ン
タ
ー

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ

と
で
臓
器
移
植
に
対
す
る
あ
な
た
の

意
思
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
臓
器
移
植
推
進
財
団

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

み
な
さ
ま
へ

恩
給
欠
格
者
の
方
々
、
ま
た
は
引

揚
者
の
方
々
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

空
き
室
な
し

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

空
き
室
な
し

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

製
造
事
業
所
の
方
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

査
を
平
成

年

月

日
現
在
で
行

い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

月

か
ら
来
年

月
に
か
け
て
調
査
員
が

お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企

業
、大
学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
ご
提
出
い
た
だ
く

調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

降
雪

で
除
雪
車
出
動

冬
の
季
節
を
迎
え
、
民
間
業
者
の

協
力
を
得
て
、
除
雪
計
画
を
立
て
本

番
に
備
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
雪

や
道
路
の
状
況
に
よ
り
除
雪
に
時
間

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
除
雪

効
果
を
高
め
る
た
め
に
地
域
ぐ
る
み

で
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。や

め
ま
し
ょ
う
路
上
駐
車

積
雪
時
に
お
け
る
青
空
駐
車
は
除

雪
作
業
の
妨
げ
に
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

車
輌
の
通
行
に
も
支
障
を
き
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

雪
か
き
は
各
家
庭
で

除
雪
作
業
中
、
や
む
を
得
ず
民
地

に
雪
を
押
し
出
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
各
家
庭
で
除
雪
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
て
く
る
こ

の
季
節
、
水
道
管
や
蛇
口
も
凍
結
し

凍
結
か
ら
守
る
に
は

水
道
管
の
露
出
部
分
に
保
温
材
を

巻
い
て
く
だ
さ
い
。

水
が
出
な
く
な
っ
た
ら

水
道
管
の
露
出
部
分
や
蛇
口
に
布

か
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

破
裂
箇
所
が
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ
ク

ス
よ
り
宅
外
の
場
合
は
、
役
場
上
下

水
道
課
（

）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
宅
内

の
場
合
は
止
水
栓
を
締
め
、
町
指
定

業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
気
温
が
マ

イ
ナ
ス

以
下
に
な
る
と
、
防
寒

の
不
完
全
な
水
道
管
は
凍
り
始
め
破

裂
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
早
め

に
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

冬冬
のの
備備
ええ
はは
大大
丈丈
夫夫
？？

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
？

季季
節節
はは

月月
にに
入入
りり
、、
そそ
ろろ
そそ
ろろ
本本
格格
的的
なな
冬冬
がが
到到
来来
しし
まま
すす
。。

季
節
は

月
に
入
り
、
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
な
冬
が
到
来
し
ま
す
。

除除
雪雪
がが
スス
ムム
ーー
ズズ
にに
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
みみ
なな
ささ
んん
のの
ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい

除
雪
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

しし
まま
すす
。。

し
ま
す
。

女
性
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

出
張
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

対
象再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
指
す
女
性
グ

ル
ー
プ
（

名
程
度
）

派
遣
講
師

女
性
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
室
相
談

員
（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

講
師
料
は
無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

女
性
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
室



中能登町の下水道
整備率 ％
普及率 約 ％
（ 月 日現在）

透視度計を作って水の汚れを調べてみよう
下水道の施設で水の汚れを調べるのに透視度測定の作業を行います。透視度というのは、水の濁りの度
合いを示したもので、河川や海、湖などで、水がきれいで澄んでいるほど深くまで見通すことができ、水
が汚れて濁っているほど、わずかの水深までしか見通すことができないことを表したものです。

リットルのペットボトルの上部を切り取り、ふちにビニールテープを貼る。
ボトルの底から おきに目もりをつける（貼る）。
ボトルの底付近に小さなあなをあける。
直径 の白い丸板に 間隔で二重十字をひいた標識板を作ボトルの底に
貼りつける。

透視度計の中に、調べる水を入れて、底にはった二重十字がはっき
り見えるまで、穴を開いて水を出す。
見えた時に穴を指で閉じ、その時の水の高さ（ ）を測定する。
目もりは、 が 度で、 見えれば 度となる。

ちなみに下水道施設の流入口では透視度は平均 、処理された放流口では透視度は平均 です。

透透視視時時計計のの作作りり方方透視時計の作り方

新
年
互
礼
会
の
ご
案
内

（
主
催

中
能
登
町
商
工
会
）

日
時
・
場
所

月

日
（
月
）
午
前

時

ラ
ピ
ア
鹿
島

会
費

人

円

町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
商
工
会

ア
ウ
ト
ド
ア
指
導
者
研
修

参
加
者
募
集

日
時
・
場
所

月

日
（
土
）
午
前

時

鹿
島
少
年
自
然
の
家

内
容ス

キ
ー
の
指
導
者
講
習

児
童
や
ス
キ
ー
初
心
者
へ
の
指
導

の
仕
方
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で
す
。

雪
が
な
い
場
合
は
、
そ
ば
作
り
体

験
と
ク
ラ
フ
ト
活
動
の
予
定
。

参
加
対
象

各
種
団
体
の
指
導
者
、
教
職
員
、

野
外
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

お
申
し
込
み
は

月

日
ま
で

参
加
費

円
（
当
日
徴
収
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
立
鹿
島
少
年
自
然
の
家

草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

月
に
能
登
全
域
で
開
か
れ
る
日

米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト
に
ア
メ
リ

カ
か
ら

人
が
参
加
、
当
町
に

人
を
受
け
入
れ
ま
す
の
で
、
ホ
ス

学
園
平
成

年
度

入
学
生
・
受
講
生
募
集

募
集
内
容

・
高
等
学
校
普
通
科

年
で
高
校
卒
業
資
格
取
得

・
高
等
学
校
選
科

修
得
科
目
は
高
卒
認
定
試
験
の

受
験
免
除

・
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得

・
生
涯
学
習
通
信
講
座

資
格
な
ど
約

コ
ー
ス

募
集
期
間

・
高
等
学
校
普
通
科
、
選
科

月

日

月

日

・
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

月

日

月

日

・
生
涯
学
習
通
信
講
座

通
年
申
込
受
付

お
問
い
合
わ
せ

学
園

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

受
入
期
間

月

日

日
（

泊

日
）

募
集
締
切

月

日
（
月
）
ま
で

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト

中
能
登
町
実
行
委
員
会

自
衛
隊
生
徒
（
少
年
自
衛
官
）

募
集

中
学
生
コ
ー
ス

一
般
の
高
校
と
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
教
育
を
受
け
な
が
ら
、
専
門
技

術
者
を
養
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

応
募
資
格

中
卒（
見
込
含
）
歳
未
満
の
男
子

採
用
予
定
者
数

陸
上
海
上
航
空
要
員

（
約

名
）

受
付
期
間

月

日
（
火
）
ま
で

試
験
日月

日
（
土
）

お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

七
尾
出
張
所

碁石ヶ峰を護る会では、平成 年 月 日元旦、 碁石ヶ峰初
日の出を拝む集い を行います。
午前 時頃の初日の出に合わせ、碁石太鼓の披露が行われ、み
なさんと一緒に新春をお祝いしたいと思います。当日は碁石ヶ峰
山頂近くの駐車場にて雑煮を用意しています。また、初日の出の
写真コンテストも併せて開催しますので、みなさんの参加をお待
ちしています。

題 材
碁石ヶ峰初日の出を拝む集い
平成 年元旦の碁石ヶ峰
サイズ
四切、ワイド四切。枚数制限なし。

賞 品
金賞（ 点）賞金 円 銀賞（ 点）賞金 円
お問い合わせ・お申し込み
中能登町観光協会事務局 締め切りは

月 日
締め切りは
月 日

これまで旧町単位で運行していましたコミュニティバス（かしま循環バス・ゆう友バス・まほろ

ば号）が次の施設を相互乗り入れします。これによりお近くのバス停から乗り換えなしに行くこと

ができます。また、鳥屋・鹿西地区は旧道を走行し、バス停を増やしますので、自宅等からバス停

までの距離が短くなって便利になります。

相互乗り入れする施設

老人福祉センター天平の里・老人福祉センターゆうゆう・
健康ハウス憩・ラピア鹿島・ふるさと創修館・カルチャーセ
ンター飛翔・北國銀行越路支店（アルプラザ鹿島）

試験運行のバス時刻やバス停は後日お知らせいたします。
試験運行日（毎週金曜日）のみバス時刻・バス停が変わり
ますのでご注意ください。

役場庁舎を利用される方や
幼児などは無料です

運運賃賃はは今今ままでで運賃は今まで
どどおおりり 円円どおり 円

月 日 月 日 まで 毎週金曜日 に実施



先
日
、
中
能
登
町
の
保
育
園
で
防
火
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
、
園
児
た
ち
が
そ

ろ
い
の
法
被
姿
で
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
共
に
、
防
火
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

み
ん
な
で

火
の
用
心
の
唄

を
歌
い
、
そ
の
後
、
園
児
た
ち
は

火
遊
び
は

絶
対
し
ま
せ
ん

と
誓
い
の
こ
と
ば
を
力
強
く
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
で
は
、み
ん
な
一
生
懸
命
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
火
を
消
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に

こ
の
中
で
、
将
来
消
防
士
に
な
り
た
い
人
？

と
言
う
消
防
の
お
じ

さ
ん
の
問
い
か
け
に
、
全
員
大
き
な
声
で

は
ー
い

と
元
気
よ
く
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
将
来
が
、
楽
し
み
な
子
供
た
ち
で
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

新着図書
平岩弓枝
高杉 良

新着

枝
良

前前船船のの事事件件 ははややぶぶささ新新八八御御用用北前船の事件 はやぶさ新八御用旅
腐食生保（上・下）

チアガール テキサスコップ、 バレット

年に一回の大掃除に役立ちます

暮れの一仕事、年賀状作りに便利

これ一冊で作れます

他にも便利本を取り揃えておりますので、
ぜひご利用ください。

・・・・・・歳歳末末便便利利本本特特集集・・・・・・・・・歳末便利本特集・・・

松居一代の超おそうじ術

デデジジカカメメカカンンタタンン年年賀賀状状 亥亥年年編編デジカメカンタン年賀状 亥年編

おせちと正月料理 保存版

中学生、小学校高学年のみ
なさん、今年の冬は、長編物
を読んでみませんか？

巻
巻

ももううすすぐぐ冬冬休休みみでですすもうすぐ冬休みです

バッテリー
七つの封印

年末年始は、
月 日
月 日まで
休館します。

年末年始は、
月 日
月 日まで
休館します。

月月 日日はは、、休休館館日日でですす。。月 日は、休館日です。

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

源

外
史

津
々
野
豊
子
（
小
田
中
）

坂
井

雅
幸

藤
井

智
子
（
末

坂
）

ダ
ル
マ
パ
テ
ィ
ラ
ー
ジ
ャ
ラ
ー
ゲ
・

ナ
リ
ン
ダ
デ
ィ
ー
パ
ル
プ
リ
マ
ダ
ー
サ

島
田

尚
美
（
久
乃
木
）

田
山

要
健

澤
野
井
洋
美
（
小
田
中
）

角

徹
也

溶
定

純
子
（
徳

前
）

石
倉
大
二
郎

山
本
美
穂
子
（
久

江
）

戸
部

雅
和

橋
本

由
紀
（
能
登
部
下
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

鵜
家

大

生

浩

人

（
良

川
）

藤
吉

希

空

伸

彦

（
金

丸
）

宮
内

駿

浩

信

（
水

白
）

大
多

紗
也
華

慶

（
二
宮
あ
お
ば
台

）

谷
内

祐

仁

洋

仁

（
徳

丸
）

大
島

寛
次
郎

吾
一
郎

（
井

田
）

石
川

舞

桜

和

幸

（
春

木
）

谷
内

晴

喜

宏

和

（
春

木
）

池
田

雅

聡

（
井

田
）

三
屋

優

仁

良

孝

（
曽

祢
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住

所

林

芳

枝

歳
（
良

川
）

打

越

寅

二

歳
（
羽

坂
）

大

塚

征

歳
（
黒

氏
）

山

本

ス

ミ

歳
（
末

坂
）

土

本

作

歳
（
黒

氏
）

林

繁

弘

歳
（
小
田
中
）

橋

富

歳
（
井

田
）

平

野

晶

平

歳
（
黒

氏
）

田

文

子

歳
（
在

江
）

谷

内

弘

歳
（
良

川
）

大

森

北

榮

歳
（
能
登
部
上
）

假
名
田

た
つ
い

歳
（
久

江
）

端

井

千
代
子

歳
（
久

江
）

荒

木

靖

夫

歳
（
小
金
森
）

堂

口

敏

雄

歳
（
瀬

戸
）

松

永

利

男

歳
（
二

宮
）

上
河
原

正

治

歳
（
小
金
森
）

黒

氏

冨
美
子

歳
（
能
登
部
下
）

窪

田

正

英

歳
（
高

畠
）

林

秋

子

歳
（
良

川
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

松
永

博
さ
ん（
二

宮
）よ
り

万
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

固
定
資
産
税

第

期

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
税
の
納
付
の
相
談
は

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

月

日

安
田
医
院

日

今
井
医
院

日

鍛
治
医
院

月

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

国
立
七
尾
病
院

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

福
田

月

日

日

藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

月

日

日

金
丸

月

日

月

日

受
付
分

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

運動の重点

高齢者を交通事故から守ろう
飲酒運転を根絶しよう
夜間の交通事故防止と冬道の
安全走行に努めよう
後の席も含めたシートベルト
とチャイルドシートの正しい
着用をしよう

か
っ
こ
い
い

ゆ
っ
く
り
走
れ
る

お
父
さ
ん
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坪田　泰城くん　（４ヵ月）
卓也さん、美希さんご夫婦の長男（徳丸）

たい   き

パパ・ママからひとこと
泰城の笑顔はパパとママにとって幸せの特効薬。

笑顔絶やさず、のびのびと大きく育ってね。

　このコーナーで紹介する３歳以下のお子さんを次のとおり
募集します。お気軽にお申込ください。

お子さんの写真とお子さんへのことば（40字以内）を郵送ま
たは持参してください。※デジタルカメラで撮影した場合、
データをお持ちいただくとよりきれいに仕上がります。

「柿」収穫「柿」収穫･「ころ柿」加工体験「ころ柿」加工体験「柿」収穫･「ころ柿」加工体験

　11月17日、子どもたちに地元食材とのふれあいの場を

提供し、食育、地産地消を推進するため、柿収穫・ころ柿加

工体験が後山で行われ、鹿西小学校５年生の45人が旬の

味覚である「ころ柿」作りを体験しました。

　柿の収穫体験は、前多邦治さんの圃場で行われ、子ど

もたちは柿収穫の手ほどきを受けた後、たわわに実った

オレンジ色の柿を楽しそうにもいでいました。

　次に、澤本弘さん（ころ柿生産組合長）の作業場に移

動し、機械を使った皮むきなどを体験。もいだ柿を機械に

セットし、一つひとつヘタをとり、一生懸命に皮を綺麗にむ

いていました。

　ヒモを結んだ後は、約２週間ほど家の軒先や納屋の中

に吊るし、甘味が凝縮されるのを待ちます。子どもたちも

甘～いころ柿を心待ちにしていました。

笑笑笑かわいいかわいい　    顔募集します顔募集します¡かわいいかわいい　    顔募集します顔募集します¡かわいい　  顔募集します¡

●応募方法

●お申し込み・お問い合わせ
〒929-1792　鹿島郡中能登町末坂９部46番地

中能登町企画課　℡74-2806




